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 【令和４年度認証校】 ★は平成２２年度太陽光パネル設置校 

    ①  ★南陽工業高校・・・・・・・・・・・18年目 
   ②  ★宇部工業高校・・・・・・・・・・・17年目 
    ③  新南陽高校・・・・・・・・・・・・16年目 
    ④  ★田布施農工高校・・・・・・・・・・15年目 田布施農業高校から継続 
     ⑤  ★山口高校徳佐分校・・・・・・・・・15年目  徳佐高校から継続 
     ⑥   防府西高校・・・・・・・・・・・・14年目 
   ⑦   宇部西高校・・・・・・・・・・・・14年目 

⑧  ★防府商工高校・・・・・・・・・・・13年目  防府商業高校から継続 
⑨ ★山口農業高校・・・・・・・・・・・13年目 
⑩ ★萩商工高校・・・・・・・・・・・・13年目 
⑪ ★大津緑洋高校（日置校舎）・・・・・13年目  日置農業高校から継続 
⑫ ★大津緑洋高校（水産校舎）・・・・・12年目  水産高校から継続 
⑬  萩高校奈古分校・・・・・・・・・・12年目 
⑭  美祢青嶺高校・・・・・・・・・・・10年目 

   ⑮   長府高校・・・・・・・・・・・・・８年目 
   ⑯  小野田高校・・・・・・・・・・・・７年目 

※認証校数の推移 

認証年度 
平成 
17年度 

平成 
18年度 

平成 
19年度 

平成 
20年度 

平成 
21年度 

平成 
22年度 

平成 
23年度 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
26年度 

平成 
27年度 

校 数 １ ２ ３ ６ １０ １８ １８ １８ ２０ １８ １８ 

認証年度 
平成 
28年度 

平成 
29年度 

平成 
30年度 

令和 
元年度 

令和 
２年度 

令和 
３年度 

令和 
４年度  

校 数 ２１ ２０ １９ １７ １６ １６ １６ 
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② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦

⑧ ⑨ 

⑪ ⑩ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 
⑯ 

⑫ 



南陽工業高校（１８年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 地域の環境教育推進の拠点校として活動します。 
 

■ 地球に優しい技術の推進で地域の環境保全に努
めます。  
 Do 【実践】 

 
 
 
 
 
 
 
 

校内野菜育成活動（ＳＤＧｓ取組）  地球環境ミーティング（清掃活動）  
 Check 【成果】 
○ 企業や他校と協力して清掃活動を行うなど、地域社
会へ貢献する意識の向上につながった。 

○ ごみを出さない、分別処理をするなど、３Ｒへの意
識が高まった。 

 
 Action 【来年度に向けての改善】 

 ○ 中学校や企業と連携し、活動の幅を広げる。 

 ○ 企業が実施する環境保全活動に高校生が積極的に参

加できる環境をつくる。 

 ○ 生徒会活動の一環として、地域主催のフェスティバ

ル等に参加し、活動を紹介する。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇部工業高校（１７年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 環境エンジニアとして活動します。 
 

 ■ 地域の環境保全に取り組みます。 
 

 ■ ESDを推進していく中で環境教育に取り組みます。   
 Do 【実践】 

 
 
 
 
 
 
 

 

芝桜プロジェクト            ＥＳＤプレゼン 
 

 Check 【成果】 
 ○ 環境に対する意識が向上し、環境に配慮した行動を

とることができるようになった。 
 ○ 中学生に対する環境学習プログラムの指導を通し

て、工業技術者としての意識が向上した。 
 ○ 地域の方々や児童生徒等と接することでＥＳＤが

めざす能力・態度を養うことができた。 
 

 Action 【来年度に向けての改善】 
○ 近隣の小・中学校や自治体、大学等との連携の一層
の充実を図る。 

○ 環境教育プログラムを確立する。 
○ ＳＤＧｓ目標の「自分ごと化」を実践する。 

新南陽高校（1６年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 一人ひとりが環境保全に結びつく行動をチャレ
ンジ目標として定め、その実践を通して、一人ひ
とりの小さな行動が地球環境を守ることを体験し
ます。 

 

■ 特別活動や教科・科目の授業を通して、環境美化
と自然環境保護の学習と活動を旺盛に進めます。 

 
■ 私たちの取組について地域や家庭にも積極的に
情報を発信するとともに、地域社会との連携協
力やネットワークづくりを発展させます。 
 Do 【実践】 

 
 
 
 
 
 
 

花壇づくり             永源山清掃ボランティア  
 Check 【成果】 

 ○ 地元地域への清掃活動や地域の花壇作りが定着し、
清掃活動に限らず様々なボランティア活動に興味をも
つ生徒が増え、地域社会に貢献できた。   

 Action 【来年度に向けての改善】 
 ○ 年間を通してゴミの分別状況を確認し、周知をする

とともに、注意喚起を行うことで徹底した分別の実施
を図る。 

田布施農工高校（1５年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 食料、環境、食の大切さを地域に発信します。 
  
■ 地域と協働して環境保全活動に取り組みます。 
 

 Do 【実践】 
 
 
 
 
 
 
 
  

ため池の安全点検         田植え行事「さのぼり」  
 Check 【成果】 

  ○ 地域の小学校と連携して食農教育・防災教育を実践
し、食や環境、防災の大切さを伝えることができた。 

 ○ ＳＤＧｓを意識した取り組みを実践していくこと
で、地球規模で環境問題や人権問題について考えるこ
とができた。  

 Action 【来年度に向けての改善】 
 ○ これまで取り組んできた活動については、今後も改

善を図りながら継続していく。 
 ○ 環境保全活動内容を全校生徒が認識し、日常生活に

おいても環境を意識した行動がとれるように促す。 
 ○ 学校ホームページに活動内容を掲載するなどして、

本校の取組について情報発信していき、課題を地域社
会と共有する。 

やまぐちエコリーダースクール 
   令 和 ４ 年 度 認 証 校 の 紹 介 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防府西高校（1４年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 学校全体で省エネルギーに取り組みます。 
 

 ■ 学校及び学校周辺の環境美化に努めます。 
 

 Do 【実践】 
 

 
 
 
 

 
  

 

花壇の整備          “服のチカラ”プロジェクト 
 
 Check 【成果】  

 ○ エコ週間における学校全体での取組や、様々な方
面からの環境問題へのアプローチで、生徒の環境問
題への意識は高まった。 

 ○ 総合的な探究の時間において、グループや個人で
身近な環境問題の解決に向けた研究及び発表を行った。 

 ○ 「西高環境新聞」の発行により、生徒主体の活動に結び
ついた。 

 
 Action 【来年度に向けての改善】  

 ○  コロナ禍にあり、冷房・暖房使用時、エネルギーの
節約が難しい状況であった。冷房・暖房を使う際の換
気の適切な方法・頻度などの改善を図る。 

防府商工高校（１３年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 「幸せますのまち防府」の実現に向けて、「幸
せますまちづくり運動」の先頭に立って積極的に
活動を行います。 

 

 ■ 学校全体（生徒・教員）で、エコ活動に取り組み
ます。 
 

 Do 【実践】 
              
 
 
 
 
   

 

「幸せ清掃隊」による清掃活動 
 
 Check 【成果】  

 ○ 防府市の「幸せますまちづくり運動」と連携した「幸せ清掃
隊」による活動が継続的な活動として定着した。 

 ○ 「幸せますまちづくり運動」等を通して、生徒一人ひ
とりの地域への関心、環境への配慮、日常生活に即した
実践力を養う機会となった。 

 
 Action 【来年度に向けての改善】  

 ○ 地域の課題を生徒自身が発見し、それを解決してい
くことができるよう活動の計画をする。 

 ○ 積極的に活動を PR し、活動の輪を広げる。 

山口高校徳佐分校（1５年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 学校全体で省エネ宣言をし、電気・水・紙の
節約に取り組みます。 

 
 ■ 地域の環境美化に努めます。 
 

 Do 【実践】 

 

 
 
 
 
 
  

生徒総会での行動宣言        緑のカーテンの制作   
 
 Check 【成果】 

○ 生徒会長による行動宣言が、生徒の環境問題に対す

る意識付けにつながった。 
 ○ ホームルームや各教科の学習などを通して、環境問

題に対する意識が向上した。 
 ○ 太陽光発電のモニターを活用することにより、自然

エネルギーへの関心が高まった。 
 Action 【来年度に向けての改善】 

 ○ 緑のカーテンに関する取組を来年度も継続し、全校
生徒の取組として定着させていく。 

 ○ ホームページなどを活用して情報発信を強化する。 
 ○ 環境問題に対する意識調査を実施し、調査結果を踏

まえて活動の改善を図る。 

宇部西高校（1４年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 学校全体で省エネ、環境美化に取り組みます。 
 
  
  Do 【実践】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   生活委員によるゴミの分別活動       有志清掃ボランティア 
 
 
 Check 【成果】  

 ○ ゴミの分別に対する意識が向上した。 
○ ゴミを無造作に捨てることが、環境に影響を及ぼす
ことを深く理解した。 

○ 緑のカーテン、草花栽培を通して、植物の管理に関する
理解が深まった。 

 
 
 Action 【来年度に向けての改善】  

 ○  ゴミの分別の徹底を図る。 
 ○ 学校周辺の清掃について、参加者を増やす。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大津緑洋高校水産校舎（１２年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ クリーンエネルギーに対する関心を高め、学校
全体で省エネルギーや環境美化に努めます。 

 
 ■ 海に学ぶ者として、海洋環境の保持に対する意識
を高め行動します。 

   
 

 Do 【実践】 
 
 
 
 
 
 
    

海岸清掃           ウニの食害に関する調査 
 Check 【成果】  

 ○ 地元の海の海洋ゴミ問題、磯焼け問題について考え、
藻場再生の取組であるガンガゼを利用した商品開発を
実施することができた。 

 
 Action 【来年度に向けての改善】  

 ○ 一般向けの商品販売を実現することで、広く藻場
の現状と改善するための取組を知ってもらい、問題
意識を共有していく。 

○ 全教員、全校生徒の共通理解を図る。 
○ データを引き継ぎ、取組を一過性のものにしない。 
 

山口農業高校（１３年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 環境教育を専門学習の中で推進していきます。 
  

 ■ 校内や地域の環境美化活動に取り組んでいきます。 
    

 Do 【実践】 

 
 
 
 
 
 
 

「ししまん」の試食会       最寄り駅の清掃活動  
 Check 【成果】 
 

 ○ JGAP で本校の野菜農場（ミニトマト・日本ナシ）
が維持審査を受けた。この取組により、持続可能な農
業や消費者への信頼につながる意識が持てた。 

 ○ HACCPについて取り組み、食品危害要因の学習を深め、
食品加工における安全衛生への理解を高めた。 

 ○ 家庭クラブ活動ではエシカルレシピ集づくりに取り
組み、学習発表会で配布、普及活動を行った。 

○ 年間の緑化週間を計画し、校内緑化活動を生徒とと
もに実施した。 

 
 Action 【来年度に向けての改善】   

 ○ 保育園との交流学習や環境科学科生徒実習作品のロ
グハウス「山農みのり館」での販売実習の実施を目指す。 

大津緑洋高校日置校舎（１３年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 地域の持続的な環境保全に取り組みます。 
 
■ 環境 ISO に適合した環境マネジメントシステム
の構築をめざします。 

 
 Do 【実践】 

 
 
 
 
 
 
 

 

地域の美化活動             ハマユウの保護活動 
 
 Check 【成果】  

 ○ 通学路や駅舎の清掃、授業での環境教育をとおして、
環境保全への意識を高めることができた。 

 ○ ハマユウの生息範囲や株数を数え、活動の評価を行う
ことができた。また、地域の文化財センターの展示に貢
献し、学習の成果を地域に還元することができた。 

 
 Action 【来年度に向けての改善】  

 ○ 通学路や駅舎の清掃について、活動回数を増やす。 
 ○ 環境ＩＳＯやＳＤＧｓと本校の取組の関連について

生徒会で理解し、全校生徒に向けて発信し、環境保全活
動に対する意識向上を図る。 

  

萩商工高校（１３年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 学校全体で省エネに取り組みます。 
 
 ■ 地域の環境美化に努めます。 
   

 Do 【実践】 
              
 
 
 
 
 
 
  

近隣高校合同市内清掃活動        清掃活動の様子 
 
 Check 【成果】 

 ○ 換気等にも配慮しながら冷暖房の省エネ化に努めた。 
 ○ 環境美化活動を通して、校内だけでなく校外の環境   

美化に対する意識が深まった。 
○ 近隣高校と連携し市内清掃活動を行い、地域で協力
し環境美化に取り組む意識が高まった。  

 Action 【来年度に向けての改善】  
 ○ 全校生徒・全教員の意思疎通を図り、学校全体で取

組を展開する。 
 ○ 新たな生活様式を意識し、生徒会役員や地域活動

（ボランティア）部員等の主体的な企画・立案の機会
を増やす。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

萩高校奈古分校（１２年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 地域の環境教育推進リーダーとして活動します。 
 
■ 地域の環境保全に取り組みます。 

    
 Do 【実践】 

 

 
 
 
 
 
 
 

清ヶ浜清掃活動          近隣小学校との連携   
 Check 【成果】 

 ○ 海岸清掃を通じて、環境保全への興味関心の高まり
や、地域への関心が強くなった。また、保護者へも参加
を呼びかけており、生徒とともに活動する場を設ける
ことができた。 

 ○ 地域のイベントや近隣小学校等との連携を通して、
普段の学習成果を発揮する機会が増加した。 

  
 Action 【来年度に向けての改善】 

 ○ 阿武町と連携し、地域と連携した海岸清掃活動等を
検討する。 

 ○ 環境に関連した地域の現状と課題に関する学習を実
施する。 

 

長府高校（８年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 地球温暖化を抑制するために努力します。 
   
 ■ 校内と地域の環境美化に努めます。 

 Do 【実践】 
 
 
 
 
 
  

 

緑のカーテン           地域清掃活動  
 Check 【成果】 
 
○ 「緑のカーテン」を育て、室温上昇を抑制すること

ができた。 

○ 清掃ボランティアなどの活動に取り組む中で、地域

の方々から感謝の声を直接かけていただくことで自己

肯定感を高めることができた。 
○ 資源回収活動に取り組むことで、環境問題への意識

付けができた。 
 Action 【来年度に向けての改善】  

 ○ 学校全体において校内美化に対する意識を高め、より
清潔な環境の形成に努める。 

 ○ 校外での海岸清掃活動や校内の緑化活動等にも積極
的に取り組む。 

○校内全体でゴミの減量に取り組み、リサイクルを促進
する。 

美祢青嶺高校（１０年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 日本列島や地元秋吉台の成立過程について、秋
吉台科学博物館や美祢市世界ジオパーク推進課と
の連携を通して野外学習等を行い、「Mine 秋吉
台ジオパーク」に関して理解を深めるとともに、
世界ジオパークの認定に向けた活動に貢献します。 

 
 ■ ソーラーボートの製作・運転を実践し、省エネ
技術を PR します。  
 Do 【実践】 

 
 
 
 
 
 

アジア太平洋ジオパーク大会        環境教育講演会 

 Check 【成果】  
 ○ 世界ジオパーク認定をめざす美祢市に対する誇りと

愛着が醸成された。  
○ 年間３回の eco（いい子）の日活動を全校生徒で行う
ことで、学校全体の環境に対する意識が向上した。  

 Action 【来年度に向けての改善】 
 ○ 学術機関との連携や人材育成の観点から、秋吉台科

学博物館や県内の大学等との連携を更に強める。 
 ○ 世界ジオパーク認定を目指す美祢市との協力関係を

強化し、掲示物やイベントへの参加促進などを通して、
日頃から環境教育を推進する。 

 

小野田高校（７年目） 
 

 Plan 【取組の宣言】 
 ■ 学校全体で節電、環境美化に取り組みます。 

 

 ■ 学校周辺の環境保全・改善に積極的に取り組み
ます。    
 Do 【実践】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域清掃活動           掃除用具の整備 

 
 Check 【成果】  

 ○ 地域社会へ貢献する意識が向上した。 
 ○ ごみの分別処理に対する意識が向上した。   
 Action 【来年度に向けての改善】  

 ○  地元企業との連携を充実させ、企業が実施する環境
活動への参加を促進する。 

 ○  生徒会の活動の一環として生徒による主体的な活動
となるよう工夫・改善する。 


